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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材と、当該基材の一方の面に形成した耐熱滑性層と、前記基材の他方の面に形成した
下引き層と、当該下引き層のうち前記基材と対向する面と反対側の面に形成した染料層と
、を備える感熱転写記録媒体において、
　前記下引き層は、水溶性高分子を主成分として含み、温度２３℃且つ湿度５０％の条件
下における平衡吸湿率が１５％以下であり、
　前記耐熱滑性層の二乗平均平方根偏差である表面粗さＳｑの平均値αが０．０５～０．
４０μｍであり、かつ、１５０℃、１０分間の条件で静置した後の当該耐熱滑性層の二乗
平均平方根偏差である表面粗さＳｑの平均値βが０．００～０．７０μｍであり、前記平
均値αと前記平均値βとの差が０．００～０．３０μｍであり、
　前記耐熱滑性層は、アクリルポリオール樹脂と２，６－トリレンジイソシアネートプレ
ポリマーを含み、さらに、粒径１．０～２．５μｍと２．５超～３．５μｍの２種のタル
クを含む、ことを特徴とする感熱転写記録媒体。
【請求項２】
　前記下引き層の平衡吸湿率が温度２３℃、湿度５０％の条件下で１３％以下であること
を特徴とする請求項１に記載の感熱転写記録媒体。
【請求項３】
　前記下引き層の乾燥後の塗布量が０．０５～０．３０ｇ／ｍ２であることを特徴とする
請求項１または２に記載の感熱転写記録媒体。
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【請求項４】
　被写体の転写される側の少なくとも一層は、水系の塗布液により形成されることを特徴
とする請求項１～３のいずれか一項に記載の感熱転写記録媒体。
【請求項５】
　被転写体の転写される側の少なくとも一層が、水系の塗布液により形成される被転写体
に使用し、
　フィルム状またはシート状に形成されたベースと、該ベースの両面のうち一方のベース
面上に形成された耐熱滑性層と、該耐熱滑性層と反対側のベース面上に形成された下引き
層と、該下引き層の上に形成された染料層とを備えた感熱転写記録媒体の製造方法であっ
て、前記耐熱滑性層と反対側のベース面上に水溶性高分子を主成分として含む下引き層形
成液を塗布した後、前記下引き層の平衡吸湿率が温度２３℃、湿度５０％の条件下で１５
％以下となり、前記耐熱滑性層の二乗平均平方根偏差である表面粗さＳｑの平均値αが０
．０５～０．４０μｍであり、かつ、１５０℃、１０分間の条件で静置した後の当該耐熱
滑性層の二乗平均平方根偏差である表面粗さＳｑの平均値βが０．００～０．７０μｍで
あり、前記平均値αと前記平均値βとの差が０．００～０．３０μｍとなるように前記下
引き層形成液を乾燥処理する感熱転写記録媒体の製造方法であって、
前記耐熱滑性層は、アクリルポリオール樹脂と２，６－トリレンジイソシアネートプレポ
リマーを含み、さらに、粒径１．０～２．５μｍと２．５超～３．５μｍの２種のタルク
を含む、感熱転写記録媒体の製造方法。
【請求項６】
　前記下引き層の平衡吸湿率が温度２３℃、湿度５０％の条件下で１３％以下となるよう
に前記下引き層形成液を乾燥処理することを特徴とする請求項５に記載の感熱転写記録媒
体の製造方法。
【請求項７】
　前記耐熱滑性層と反対側のベース面上に水溶性高分子を主成分として含む下引き層形成
液を該下引き層形成液の乾燥後の塗布量が０．０５ｇ／ｍ2以上０．３０ｇ／ｍ2以下とな
るように塗布した後、前記下引き層形成液を乾燥処理することを特徴とする請求項５又は
６に記載の感熱転写記録媒体の製造方法。
【請求項８】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の感熱転写記録媒体を用意しておき、前記染料層に
含まれる染料を熱により昇華させて被転写体に転写することを特徴とする感熱転写記録方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、感熱転写方式のプリンタに使用される感熱転写記録媒体、その製造方法及び
感熱転写記録方法に関するもので、基材の一方の面に耐熱滑性層を設け、該基材の他方の
面に下引き層、染料層を順次形成した感熱転写記録媒体、その製造方法及び感熱転写記録
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、感熱転写記録媒体は、サーマルリボンと呼ばれ、感熱転写方式のプリンタに使
用されるインクリボンのことであり、基材の一方の面に感熱転写層、その基材の他方の面
に耐熱滑性層（バックコート層）を設けたものである。ここで感熱転写層は、インクの層
であって、プリンタのサーマルヘッドに発生する熱によって、そのインクを昇華（昇華転
写方式）あるいは溶融（溶融転写方式）させ、被転写体側に転写するものである。
【０００３】
　現在、感熱転写方式の中でも昇華転写方式は、プリンタの高機能化と併せて各種画像を
簡便にフルカラー形成できるため、デジタルカメラのセルフプリント、身分証明書などの
カード類、アミューズメント用出力物等、広く利用されている。そういった用途の多様化
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と共に、小型化、高速化、低コスト化、また得られる印画物への耐久性を求める声も大き
くなり、近年では基材シートの同じ側に印画物への耐久性を付与する保護層等を重ならな
いように設けられた複数の感熱転写層をもつ感熱転写記録媒体がかなり普及してきている
。
【０００４】
　そのような状況の中、用途の多様化と普及拡大に伴い、よりプリンタの印画速度の高速
化が進むに従って、従来の感熱転写記録媒体では十分な印画濃度が得られないという問題
が生じてきた。そこで転写感度を上げるべく、感熱転写記録媒体の薄膜化により印画にお
ける転写感度の向上を試みることが行われてきたが、感熱転写記録媒体の製造時や印画の
際に熱や圧力等によりシワが発生したり、場合によっては破断が発生したりするという問
題を抱えている。
【０００５】
　また、感熱転写記録媒体の染料層における染料／樹脂（Ｄｙｅ／Ｂｉｎｄｅｒ）の比率
を大きくして、印画濃度や印画における転写感度の向上を試みることが行われているが、
染料を増やすことでコストアップとなるばかりではなく、製造工程における巻き取り状態
時に感熱転写記録媒体の耐熱滑性層へ染料の一部が移行し（裏移り）、その後の巻き返し
時に、その移行した染料が他の色の染料層、あるいは保護層に再転移し（裏裏移り）、こ
の汚染された層を被転写体へ熱転写すると、指定された色と異なる色相になったり、いわ
ゆる地汚れが生じたりする。
【０００６】
　また、感熱転写記録媒体側ではなく、プリンタ側で画像形成時のエネルギーをアップす
る試みも行われているが、消費電力が増えるばかりではなく、プリンタのサーマルヘッド
の寿命を短くする他、染料層と被転写体が融着する、いわゆる異常転写が生じやすくなる
。それに対して異常転写を防止するために、染料層あるいは被転写体に多量の離型剤を添
加すると、画像のにじみや地汚れが生じたりする。
【０００７】
　このような要望を解決するために、例えば、特許文献１では、基材と染料層との間にポ
リビニルピロリドン樹脂と変性ポリビニルピロリドン樹脂を含有する接着層（下引き層）
を有する熱転写シートが提案されている。
　また、特許文献２には、転写感度不足の課題だけでなく、印画物表面が部分的にマット
化する課題を解決するために、ビニルピロリドンと酢酸ビニルの共重合体樹脂とコロイド
状無機顔料超微粒子からなる下引き層を有する熱転写シートが提案されている。
【０００８】
　このように転写感度が向上するに伴い、染料層のさらなる薄膜化が可能となり、染料の
総量が減少し、コストダウンにも繋がる一方で、感熱転写記録媒体の印画の際に熱や圧力
等によりシワによる印画不良が発生したり、場合によっては破断が発生したりするという
問題を抱えている。
【０００９】
　感熱転写記録媒体の印画時に発生するシワは、耐熱滑性層の滑性が不十分である場合に
、基材とサーマルヘッドの貼り付きを原因として発生する場合がある。また、耐熱滑性層
の滑性が低エネルギー印画時と高エネルギー印画時で大きく異なる場合、例えば、同一画
像上に印画部と非印画部が共に存在する場合等に、両者間でのサーマルヘッドと耐熱滑性
層の摩擦に差を原因として発生することがあり、染料層の薄膜化に伴い、特に強い耐熱性
が、感熱転写記録媒体に求められる。
【００１０】
　このような問題を解決するために特許文献３では、耐熱滑性層にシリコーン変性樹脂と
共に金属石鹸及びフィラーを添加することにより、高エネルギー印画時の滑性を向上させ
て、印画時のシワの発生を防ぐ方法が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【００１１】
【特許文献１】特開２００５－２３１３５４号公報
【特許文献２】特開２００８－１５５６１２号公報
【特許文献３】特開２００６－３０６０１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかしながら、特許文献１に提案されている感熱転写記録媒体にて昨今の昇華転写方式
の高速プリンタにて印画を行ったところ、異常転写は確認されないものの、印画における
転写感度が低く、充分なレベルまで至らず、さらには接着層を導入することにより、黒画
像を形成した時の黒色の高濃度部に関して印画物表面が部分的にマット化する、画質不良
が発生した。
【００１３】
　特許文献２に提案されている感熱転写記録媒体にて同じく印画を行ったところ、印画に
おける転写感度は高く、充分なレベルに至っているものの、依然として画質不良は確認さ
れた。
　このように、昨今の昇華転写方式の高速プリンタを用いた場合、従来技術では下引き層
導入により印画における転写感度が得られるが、黒画像を形成した時の黒色の高濃度部に
関して印画物表面が部分的にマット化する現象を十分に改善した感熱転写記録媒体が見出
されていないのが状況である。
【００１４】
　また、一方で特許文献３に提案されている感熱転写記録媒体と、特許文献１，２に提案
されている感熱転写記録媒体に記載の耐熱滑性層を組み合わせた場合、特許文献１，２に
提案されている感熱転写記録媒体を単独で印画した場合と比較して印画時に発生するシワ
による印画不良はやや良化したものの、充分に防ぐ事は出来なかった。
　したがって、昨今の昇華転写方式の高速プリンタを用いた場合、従来技術では、下引き
層導入により印画における転写感度が得られるが、黒画像を形成した時の黒色の高濃度部
に関して印画物表面が部分的にマット化する現象を十分に改善した感熱転写記録媒体が見
出されておらず、また、印画時に発生するシワによる印画不良も充分に防ぐ事が出来なか
った。
【００１５】
　そこで、本発明は、上記の問題点に鑑み、高速印画時における転写感度が高く、かつ、
高濃度部で発生する画質不良すなわち印画物表面が部分的にマット化する現象を少なくす
ることができ、印画時に発生するシワによる印画不良を防ぐことができる感熱転写記録媒
体を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明は上記の課題を解決するために、以下の構成を有することを特徴とする。
（１）基材と、当該基材の一方の面に形成した耐熱滑性層と、前記基材の他方の面に形成
した下引き層と、当該下引き層のうち前記基材と対向する面と反対側の面に形成した染料
層と、を備える感熱転写記録媒体において、前記下引き層は、水溶性高分子を主成分とし
て含み、温度２３℃且つ湿度５０％の条件下における平衡吸湿率が１５％以下であること
を特徴とする感熱転写記録媒体。
【００１７】
（２）前記下引き層の平衡吸湿率が温度２３℃、湿度５０％の条件下で１３％以下である
ことを特徴とする上記（１）に記載の感熱転写記録媒体。
（３）前記耐熱滑性層の表面粗さ（二乗平均平方根偏差Ｓｑ）の平均値αが０．０５～０
．４０μｍであり、かつ、１５０℃、１０分間の条件で静置した後の当該耐熱滑性層の表
面粗さ（二乗平均平方根偏差Ｓｑ）の平均値βが０．００～０．７０μｍであり、前記平
均値αと前記平均値βとの差が０．００～０．３０μｍであることを特徴とする上記（１
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）又は（２）に記載の感熱転写記録媒体。
【００１８】
（４）前記下引き層の乾燥後の塗布量が０．０５～０．３０ｇ／ｍ２であることを特徴と
する上記（１）～（３）のいずれかに記載の感熱転写記録媒体。
（５）前記被写体の転写される側の少なくとも一層は、水系の塗布液により形成されるこ
とを特徴とする上記（１）～（４）のいずれかに記載の感熱転写記録媒体。
【００１９】
（６）被転写体の転写される側の少なくとも一層が、水系の塗布液により形成される被転
写体に使用し、フィルム状またはシート状に形成されたベースと、該ベースの両面のうち
一方のベース面上に形成された耐熱滑性層と、該耐熱滑性層と反対側のベース面上に形成
された下引き層と、該下引き層の上に形成された染料層とを備えた感熱転写記録媒体の製
造方法であって、前記耐熱滑性層と反対側のベース面上に水溶性高分子を主成分として含
む下引き層形成液を塗布した後、前記下引き層の平衡吸湿率が温度２３℃、湿度５０％の
条件下で１５％以下となるように前記下引き層形成液を乾燥処理することを特徴とする感
熱転写記録媒体の製造方法。
【００２０】
（７）前記下引き層の平衡吸湿率が温度２３℃、湿度５０％の条件下で１３％以下となる
ように前記下引き層形成液を乾燥処理することを特徴とする上記（６）に記載の感熱転写
記録媒体の製造方法。
（８）前記耐熱滑性層と反対側のベース面上に水溶性高分子を主成分として含む下引き層
形成液を該下引き層形成液の乾燥後の塗布量が０．０５ｇ／ｍ2以上０．３０ｇ／ｍ2以下
となるように塗布した後、前記下引き層形成液を乾燥処理することを特徴とする上記（６
）又は（７）に記載の感熱転写記録媒体の製造方法。
（９）上記（１）～（５）のいずれかに記載の感熱転写記録媒体を用意しておき、前記染
料層に含まれる染料を熱により昇華させて被転写体に転写することを特徴とする感熱転写
記録方法。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の感熱転写記録媒体は、水溶性高分子を主成分として含む前記該下引き層の２３
℃／５０％における平衡吸湿率を１５％以下、好ましくは１３％以下、また、さらに好ま
しくは、前記耐熱滑性層の表面粗さ（二乗平均平方根偏差Ｓｑ）の平均値αが０．０５～
０．４０μｍであり、かつ、１５０℃、１０分間の条件で静置した後の当該耐熱滑性層の
表面粗さ（二乗平均平方根偏差Ｓｑ）の平均値βが０．００～０．７０μｍであり、前記
平均値αと前記平均値βとの差が０．００～０．３０μｍとすることにより、昨今の昇華
転写方式の高速プリンタを用いた場合でも、高速印画時における転写感度が高く、また、
印画物表面が部分的にマット化する現象および印画時に発生するシワによる印画不良を防
止する印画物を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明に基づく実施形態に係る感熱転写記録媒体の側断面図である。
【図２】本発明に基づく実施形態に係る被転写体の側断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　本発明の一実施例の感熱転写記録媒体は、図１に示すように、基材（１０）の一方の面
にサーマルヘッドとの滑り性を付与する耐熱滑性層（４０）を設け、基材（１０）の他方
の面に、下引き層（２０）、染料層（３０）を順次形成した構成である。
　基材（１０）としては、熱転写における熱圧で軟化変形しない耐熱性と強度が要求され
るので、例えば、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、ポリプロピ
レン、セロファン、アセテート、ポリカーボネート、ポリサルフォン、ポリイミド、ポリ
ビニルアルコール、芳香族ポリアミド、アラミド、ポリスチレン等の合成樹脂のフィルム
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、およびコンデンサー紙、パラフィン紙などの紙類等を単独で又は組み合わされた複合体
として使用可能である。中でも、物性面、加工性、コスト面などを考慮するとポリエチレ
ンテレフタレートフィルムが好ましい。
【００２４】
　また、基材（１０）の厚さは、操作性、加工性を考慮し、２μｍ以上５０μｍ以下の範
囲のものが使用可能であるが、転写適性や加工性等のハンドリング性を考慮すると、２μ
ｍ以上９μｍ以下程度のものが好ましい。
　また、基材（１０）においては、耐熱滑性層（４０）または／および下引き層（２０）
を形成する面に、接着処理を施すことも可能である。接着処理としては、コロナ処理、火
炎処理、オゾン処理、紫外線処理、放射線処理、粗面化処理、プラズマ処理、プライマー
処理等の公知の技術を適用することができ、それらの処理を二種以上併用することもでき
る。本発明では、基材と下引き層との接着性を高めることが有効であり、コスト面からも
プライマー処理されたポリエチレンテレフタレートフィルムを用いることが好ましい。
【００２５】
　次に、耐熱滑性層（４０）は、耐熱滑性層４０の表面粗さ（二乗平均平方根偏差Ｓｑ）
の平均値αが０．０５～０．４０μｍであり、かつ、１５０℃、１０分間の条件で静置し
た後の当該耐熱滑性層の表面粗さ（二乗平均平方根偏差Ｓｑ）の平均値βが０．００～０
．７０μｍであり、前記平均値αと前記平均値βとの差が０．００～０．３０μｍの範囲
である必要がある。
【００２６】
　二乗平均平方根偏差Ｓｑに関しては、各種の方法で測定する事が出来るが、下地の影響
を受け難く、微細形状の測定が可能となる、非接触形式の測定方法であるレーザー顕微鏡
による測定を用いた。
　装置としては、走査型共焦点レーザー顕微鏡ＯＬＳ４０００（オリンパス株式会社製）
を用いた。レーザー顕微鏡による測定の場合、分解能が対物レンズの開口数に依存する。
一方で、ばらつきを緩和する為、測定範囲は広く取る方が好ましい、最も開口数と測定範
囲のバランスとして良好である５０倍の対物レンズを選択し、１０点を無作為に測定した
。情報処理として傾きのみ補正を行い、カットオフなしの条件で得られたＳｑの値を平均
して、耐熱滑性層４０のＳｑ値とした。
【００２７】
　なお、耐熱滑性層４０の表面粗さは、二乗平均平方根うねりＷｑにより評価することが
できる。二乗平均平方根うねりＷｑの平均値αが０．０５～０．９０μｍ（即ち、０．０
５μｍ以上、０．９０μｍ以下の範囲内）であり、かつ、温度が１５０℃、１０分間の条
件で静置した後の当該耐熱滑性層の表面粗さ（二乗平均平方根うねりＷｑ）の平均値βが
０．００～１．４０μｍ（即ち、０．００μｍ以上、１．４０μｍ以下の範囲内）であり
、前記平均値αと前記平均値βとの差が０．００～０．５０μｍ（即ち、０．００μｍ以
上、１．４０μｍ以下の範囲内）であるとよい。
【００２８】
　二乗平均平方根うねりＷｑに関しては、各種の方法で測定することができるが、顕微鏡
レーザー変位計を用いて、カットオフ値λｆ１．２５ｍｍ、λｃ０．２５ｍｍの輪郭曲線
フィルタを用いて得られたうねり曲線の二乗平均平方根うねりを算出し、ｎ＝１０にて測
定し、平均値とした。さらに、１５０℃１０分の環境下に静置した後にも同様の方法で耐
熱滑性層４０のＷｑ値を算出し、１５０℃１０分の環境下での静置前後での差を求めるこ
とができる。
【００２９】
　更に、１５０℃１０分の環境下に静置した後にも同様の方法で耐熱滑性層４０のＳｑ値
を算出し、１５０℃１０分の環境下での静置前後での差を求めた。
　耐熱滑性層４０に一定の凹凸があることにより、耐熱滑性層４０とサーマルヘッドとの
接触面積は小さくなり、両者の摩擦は低下し滑性が得られ、印画不良を防ぐことができる
ため、本発明において、耐熱滑性層４０の表面粗さ（二乗平均平方根偏差Ｓｑ）の平均値



(7) JP 6183217 B2 2017.8.23

10

20

30

40

50

αの値は、０．０５μｍ～０．４０μｍである。耐熱滑性層４０の二乗平均平方根偏差Ｓ
ｑが０．０５μｍ以下であると、平滑に近い状態となりサーマルヘッドとの摩擦が上昇し
、印画不良を起こす。一方、印画前の耐熱滑性層４０の二乗平均平方根偏差Ｓｑが０．４
０μｍ以上になってしまうと、凹凸の程度が大きくなり過ぎ、サーマルヘッドからの熱の
伝わり方にムラが生じてしまい、それが印画物にも濃度ムラとなって現れてしまう。
【００３０】
　また、低エネルギー印画から高エネルギー印画にかけて一定の凹凸を保つことができれ
ば、低エネルギー印画時から高エネルギー印画時まで安定した滑性が得られ、同一画像上
に印画部と非印画部が存在したとしても、両者で滑性に差が出ることはなく、シワの発生
を抑制できる。したがって、耐熱滑性層を１５０℃の環境で１０分静置した際の前後にお
ける二乗平均平方根偏差Ｓｑの平均値の差が０．００～０．３０μｍの範囲であると、低
エネルギー印画時と高エネルギー印画時で表面の凹凸に大きな差は生じず、シワの発生を
防止できる。
【００３１】
　上記表面粗さの範囲を満たすには、耐熱滑性層（４０）の凹凸を調整する必要がある。
　耐熱滑性層４０は、例えば、バインダーとなる樹脂、離型性や滑り性を付与する機能性
添加剤、充填剤、硬化剤、溶剤などを必要に応じて配合して耐熱滑性層を形成するための
（形成用の）塗布液を調製し、塗布、乾燥して形成することができる。
　この耐熱滑性層（４０）の乾燥後の塗布量は、０．１ｇ／ｍ２以上２．０ｇ／ｍ２以下
程度が適当である。ここで、耐熱滑性層（４０）の乾燥後の塗布量とは、耐熱滑性層形成
用の塗布液を塗布、乾燥した後に残った固形分量のことをいい、後述する下引き層（２０
）の乾燥後の塗布量および染料層（３０）の乾燥後の塗布量も、同様に、塗布液を塗布、
乾燥した後に残った固形分量のことを指す。
【００３２】
　耐熱滑性層の一例を挙げると、ポリビニルブチラール樹脂、ポリビニルアセトアセター
ル樹脂、ポリエステル樹脂、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体、ポリエーテル樹脂、ポリ
ブタジエン樹脂、アクリルポリオール、ポリウレタンアクリレート、ポリエステルアクリ
レート、ポリエーテルアクリレート、エポキシアクリレート、ニトロセルロース樹脂、酢
酸セルロース樹脂、ポリアミド樹脂、ポリイミド樹脂、ポリアミドイミド樹脂、ポリカー
ボネート樹脂等を用いることが可能である。
【００３３】
　同様に、機能性添加剤としては、動物系ワックス、植物系ワックス等の天然ワックス、
合成炭化水素系ワックス、脂肪族アルコールと酸系ワックス、脂肪酸エステルとグリセラ
イト系ワックス、合成ケトン系ワックス、アミン及びアマイド系ワックス、塩素化炭化水
素系ワックス、アルファーオレフィン系ワックス等の合成ワックス、ステアリン酸ブチル
、オレイン酸エチル等の高級脂肪酸エステル、ステアリン酸ナトリウム、ステアリン酸亜
鉛、ステアリン酸カルシウム、ステアリン酸カリウム、ステアリン酸マグネシウム等の高
級脂肪酸金属塩、長鎖アルキルリン酸エステル、ポリオキシアルキレンアルキルアリール
エーテルリン酸エステル又は、ポリオキシアルキレンアルキルエーテルリン酸エステル等
のリン酸エステル等の界面活性剤等を用いることが可能である。
【００３４】
　また、充填剤としては、タルク、シリカ、酸化マグネシウム、酸化亜鉛、炭酸カルシウ
ム、炭酸マグネシウム、カオリン、クレー、シリコーン粒子、ポリエチレン樹脂粒子、ポ
リプロピレン樹脂粒子、ポリスチレン樹脂粒子、ポリメチルメタクリレート樹脂粒子、ポ
リウレタン樹脂粒子等を用いることが可能である。
　また、硬化剤としては、トリレンジイソシアネート、トリフェニルメタントリイソシア
ネート、テトラメチルキシレンジイソシアネート等のイソシアネート類、及びその誘導体
を用いることが可能である。
【００３５】
　次に、下引き層（２０）は、水溶性高分子を主成分として含む塗布液を、塗布、乾燥し
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て形成される。さらに２３℃／５０％における平衡吸湿率が１５％以下であることが必要
である。ここで、主成分とは、本発明の効果を損なわない限り、前記水溶性高分子の他に
、さらに他の成分が添加されていても良い旨を表し、前記水溶性高分子の合計が下引き層
形成時の全体からみて５０質量％超で含まれる意味であるが、好ましくは８０質量％以上
である。
【００３６】
　下引き層に用いる水溶性高分子の一例を挙げると、ポリビニルアルコールとその変性/
共重合体、ポリビニルピロリドンとその変性/共重合体、デンプン、ゼラチン、メチルセ
ルロース、エチルセルロース、カルボキシメチルセルロース等を挙げることができる。
　その中でも基材と染料層との接着性が比較的良好で高い印画濃度が得ることができるの
はポリビニルアルコールとその変性/共重合体、ポリビニルピロリドンとその変性/共重合
体である。
【００３７】
　本発明ではさらに下引き層の２３℃／５０％における平衡吸湿率が１５％以下、好まし
くは１３％以下であることが必要である。平衡吸湿率が１５％以下、好ましくは１３％以
下であると、黒画像を形成した時の黒色の高濃度部に関して印画物表面が部分的にマット
化する画像不良を抑えることができる。マット化発生のメカニズムは明らかではないが、
平衡吸湿率が１５％より大きいと下引き層に含まれる水分が印画時に気化ないし膨張し染
料層と印画物表面とが部分的に融着することで、部分的に色相の差が生じ、結果、印画物
表面が部分的にマット化する、あるいは、気化ないし膨張した水分が印画物表面に微細な
凹凸を形成し、光散乱が生じ、部分的にマット化する為であると推察している。
【００３８】
　なお、２３℃／５０％における平衡吸湿率の下限値は特に限定されず、本発明の２３℃
／５０％における平衡吸湿率の範囲は、用いられる樹脂などによって取り得る範囲であっ
て、高速印画時に高い印画濃度が得られる範囲であればよい。
　２３℃／５０％における平衡吸湿率はポリビニルアルコールとその変性/共重合体で８
～１０％、ポリビニルピロリドンとその変性/共重合体で２５～３０％、カルボキシメチ
ルセルロースで３０％程度、デンプンで１０～１６％となっており、ポリビニルアルコー
ルとその変性/共重合体を用いることが望ましいが、下引き層の平衡吸湿率が１５％以下
、好ましくは１３％以下であればよく、平衡吸湿率が１５％以下、好ましくは１３％以下
になるようにポリビニルアルコールとポリビニルピロリドンを任意に混合してもよい。
【００３９】
　なお、本発明でいう平衡吸湿率は、ISO規格に準じた温度２３±１℃、湿度５０±２％
ＲＨにおける試料の吸湿度合いを示す指標であり、以下の方法で測定した。下引き層で使
用する材料を、底面の直径が５．３ｃｍのアルミカップに約５ｇはかりとり、１０５℃で
３時間乾燥させた。これを２３℃／５０％ＲＨの恒温恒湿機中に恒量になるまで放置し、
その質量（Ｗ）を測定した後、これを１０５℃で３時間乾燥させて絶乾質量（Ｗ０）を測
定し、下記式により平衡吸湿率を求めた。
　平衡吸湿率（質量％）＝{（Ｗ－Ｗ０）／Ｗ０}×１００
【００４０】
　ポリビニルアルコールとしては、例えば、クラレポバールＰＶＡ－２３５（クラレ社製
）、クラレポバールＰＶＡ－１１７（クラレ社製）クラレポバールＰＶＡ－１２４（クラ
レ社製）ゴーセノールＫＨ－２０（日本合成化学社製）、ゴーセノールＮ－３００（日本
合成化学社製）、等のポリビニルアルコール、アセトアセチル基を有し、反応性に富むア
セトアセチル化ポリビニルアルコールであるゴーセファイマーＺ－２００、Ｚ－３２０（
日本合成化学社製）や、ポリビニルアルコールの一部のアルコール基をアセタール変性し
た水系ポリビニルアセタールエスレックＫＸシリーズ（積水化学社製）、エスレックＫＷ
シリーズ（積水化学社製）等が挙げられる。
【００４１】
　ポリビニルピロリドンとしては、Ｎ－ビニル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－４－ピロ
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リドン等のビニルピロリドンの単独重合体（ホモポリマー）またはこれらの共重合体が挙
げられる。さらには変性ポリビニルピロリドン樹脂などがあげられる。変性ポリビニルピ
ロリドン樹脂は、Ｎ－ビニルピロリドン系モノマーと他のモノマーとの共重合体である。
なお、共重合形態は、ランダム共重合、ブロック共重合、グラフト共重合等特に限定され
るものではない。上記のＮ－ビニルピロリドン系モノマーとは、Ｎ－ビニルピロリドン（
Ｎ－ビニル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－４－ピロリドン等）及びその誘導体を言うも
のであって、誘導体としては、例えばＮ－ビニル－３－メチルピロリドン、Ｎ－ビニル－
５－メチルピロリドン、Ｎ－ビニル－３，３，５－トリメチルピロリドン、Ｎ－ビニル－
３－ベンジルピロリドン等のピロリドン環に置換基を有するものが挙げられる。
【００４２】
　Ｎ－ビニルピロリドン系モノマーと共重合するモノマー成分は、下記のようなビニル重
合性モノマーが挙げられる。例えば（メタ）アクリル酸、メチル（メタ）アクリレート、
エチル（メタ）アクリレート、イソプロピル（メタ）アクリレート等の（メタ）アクリル
系モノマー、フマル酸、マレイン酸、イタコン酸等の不飽和カルボン酸、エチレン、プロ
ピレン、塩化ビニル、酢酸ビニル、ビニルアルコール、スチレン、ビニルトルエン、ジビ
ニルベンゼン、塩化ビニリデン、四ふっ化エチレン、ふっ化ビニリデン等が挙げられる。
【００４３】
　下引き層（２０）の乾燥後の塗布量は、一概に限定されるものではないが、０．０５ｇ
／ｍ２以上０．３０ｇ／ｍ２以下の範囲内であることが好ましい。０．０５ｇ／ｍ２未満
では、染料層積層時の下引き層劣化により、高速印画時における転写感度が不足し、基材
あるいは染料層との密着性に問題を抱える不安がある。一方、０．３０ｇ／ｍ２超では、
感熱転写記録媒体自体の感度低下に影響し、高速印画時における転写感度が不足する不安
がある。
【００４４】
　また下引き層あるいは下引き層形成塗布液には、前記性能を損なわない範囲で、コロイ
ド状無機顔料超微粒子、イソシアネート化合物、シランカップリング剤、分散剤、粘度調
整剤、安定化剤等の公知の添加剤を使用することができる。
　なお、コロイド状無機顔料超微粒子としては、従来公知のもので例えば、シリカ（コロ
イダルシリカ）、アルミナ或はアルミナ水和物（アルミナゾル、コロイダルアルミナ、カ
チオン性アルミニウム酸化物又はその水和物、疑ベーマイト等）、珪酸アルミニウム、珪
酸マグネシウム、炭酸マグネシウム、酸化マグネシウム、酸化チタン等が挙げられる。
【００４５】
　次に、染料層（３０）は、従来公知のもので対応でき、例えば、熱移行性染料、バイン
ダー、溶剤などを配合して染料層形成用の塗布液を調製し、塗布、乾燥することで形成さ
れる。染料層（３０）の乾燥後の塗布量は、１．０ｇ／ｍ２程度が適当である。なお、染
料層は、１色の単一層で構成したり、色相の異なる染料を含む複数の染料層を、同一基材
の同一面に面順次に、繰り返し形成したりすることもできる。
【００４６】
　熱移行性染料は熱により、溶融、拡散もしくは昇華移行する染料である。例えば、イエ
ロー成分としては、ソルベントイエロー５６，１６，３０，９３，３３、ディスパースイ
エロー２０１，２３１，３３等を挙げることができる。マゼンタ成分としては、Ｃ．Ｉ．
ディスパースバイオレット３１、Ｃ．Ｉ．ディスパースレッド６０、Ｃ．Ｉ．ディスパー
スバイオレット２６、Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド２７、あるいはＣ．Ｉ．ソルベントレッ
ド１９等を挙げることができる。シアン成分としては、Ｃ．Ｉ．ディスパースブルー３５
４、Ｃ．Ｉ．ソルベントブルー６３、Ｃ．Ｉ．ソルベントブルー３６、Ｃ．Ｉ．ソルベン
トブルー２６６、Ｃ．Ｉ．ディスパースブルー２５７、あるいはＣ．Ｉ．ディスパースブ
ルー２４等を挙げることができる。墨の染料としては、前記の各染料を組み合わせて調色
するのが一般的である。
【００４７】
　染料層（３０）に含まれる樹脂は、従来公知の樹脂バインダーがいずれも使用でき、特
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に限定されるものではないが、エチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、エチル
ヒドロキシセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、メチルセルロース、酢酸セルロ
ース等のセルロース系樹脂やポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルブチラ
ール、ポリビニルアセタール、ポリビニルピロリドン、ポリアクリルアミド等のビニル系
樹脂やポリエステル樹脂、スチレン－アクリロニトリル共重合樹脂、フェノキシ樹脂等を
挙げることができる。
【００４８】
　ここで、染料層（３０）の染料と樹脂との配合比率は、質量基準で、（染料）／（樹脂
）＝１０／１００～３００／１００が好ましい。これは、（染料）／（樹脂）の比率が、
１０／１００を下回ると、染料が少な過ぎて発色感度が不十分となり良好な熱転写画像が
得られず、また、この比率が３００／１００を越えると、樹脂に対する染料の溶解性が極
端に低下するために、感熱転写記録媒体となった際に、保存安定性が悪くなって、染料が
析出し易くなってしまうためである。また、染料層には、性能を損なわない範囲で、イソ
シアネート化合物、シランカップリング剤、分散剤、粘度調整剤、安定化剤等の公知の添
加剤が含まれていてもよい。
【００４９】
　なお、耐熱滑性層（４０）、下引き層（２０）、染料層（３０）は、いずれも従来公知
の塗布方法にて塗布し、乾燥することで形成可能である。塗布方法の一例を挙げると、グ
ラビアコーティング法、スクリーン印刷法、スプレーコーティング法、リバースロールコ
ート法を挙げることができる。
【００５０】
　本発明の感熱転写記録媒体の製造方法は、被転写体の転写される側の少なくとも一層が
、水系の塗布液により形成される被転写体に使用し、フィルム状またはシート状に形成さ
れたベースと、該ベースの両面のうち一方のベース面上に形成された耐熱滑性層と、該耐
熱滑性層と反対側のベース面上に形成された下引き層と、該下引き層の上に形成された染
料層とを備えた感熱転写記録媒体の製造方法であって、前記耐熱滑性層と反対側のベース
面上に水溶性高分子を主成分として含む下引き層形成液を塗布した後、前記下引き層の平
衡吸湿率が温度２３℃、湿度５０％の条件下で１５％以下、好ましくは１３％以下となる
ように前記下引き層形成液を乾燥処理することを特徴とする。
【００５１】
　その際、前記耐熱滑性層と反対側のベース面上に水溶性高分子を主成分として含む下引
き層形成液を該下引き層形成液の乾燥後の塗布量が０．０５ｇ／ｍ2以上０．３０ｇ／ｍ2

以下となるように塗布した後、前記下引き層の平衡吸湿率が温度２３℃、湿度５０％の条
件下で１３％以下となるように前記下引き層形成液を乾燥処理することが好ましい。
　本発明の感熱転写記録方法は、上記の感熱転写記録媒体を用意しておき、前記染料層に
含まれる染料を熱により昇華させて、図２に示される被転写体に転写することを特徴とす
る。
【実施例１】
【００５２】
　以下に、本発明の各実施例および各比較例に用いた材料を示す。なお、文中で「部」と
あるのは、特に断りのない限り質量基準であり。また、本発明は実施例に限定されるもの
ではない。
【００５３】
　＜耐熱滑性層付き基材の作製＞
　基材として、４．５μｍの片面易接着処理付きポリエチレンテレフタレートフィルムを
使用し、その非易接着処理面に、下記組成の耐熱滑性層塗布液－1を、グラビアコーティ
ング法により、乾燥後の塗布量が０．５ｇ／ｍ２になるように塗布し、１００℃１分乾燥
することで、耐熱滑性層付き基材を得た。
　＜耐熱滑性層塗布液－1＞
　シリコンアクリレート　（東亜合成（株）ＵＳ－３５０）　　５０．０部
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　　　ＭＥＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０．０部
【００５４】
　（実施例１）
　耐熱滑性層付き基材の易接着処理面に、下記組成の下引き層塗布液－1を、グラビアコ
ーティング法により、乾燥後の塗布量が０．２０ｇ／ｍ２になるように塗布し、１００℃
２分乾燥することで、下引き層を形成した。引き続き、その下引き層の上に、下記組成の
染料層塗布液－1を、グラビアコーティング法により、乾燥後の塗布量が０．７０ｇ／ｍ
２になるように塗布し、９０℃１分乾燥することで、染料層を形成し、実施例１の感熱転
写記録媒体を得た。実施例１では、耐熱滑性層４０の二乗平均平方根偏差Ｓｑの平均値α
及びβは、α＝０．０５７、β＝０．０７２であった。この時の下引き層の２３℃／５０
％における平衡吸湿率は８％であった。
【００５５】
　＜下引き層塗布液－1＞
　　　　ポリビニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　５．００部
　　　　純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５７．０部
　　　　イソプロピルアルコール　　　　　　　　　　　　　　３８．０部
　＜染料層塗布液＞
　　　　Ｃ．Ｉ．ソルベントブルー６３　　　　　　　　　　　　６．０部
　　　　ポリビニルアセタール樹脂　　　　　　　　　　　　　　４．０部
　　　　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５．０部
　　　　メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　４５．０部
【００５６】
　（実施例２）
　実施例１で作製した感熱転写記録媒体において、下引き層を下記組成の下引き層塗布液
－２にした以外は、実施例１と同様にして、実施例２の感熱記録転写媒体を得た。実施例
２では、耐熱滑性層４０の二乗平均平方根偏差Ｓｑの平均値α及びβは、α＝０．０５８
、β＝０．０６８であった。この時の下引き層の２３℃／５０％における平衡吸湿率は１
４％であった。
【００５７】
　＜下引き層塗布液－２＞
　　　　ポリビニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　３．００部
　　　　ポリビニルピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　２．００部
　　　　純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５７．０部
　　　　イソプロピルアルコール　　　　　　　　　　　　　　３８．０部
【００５８】
　（実施例３）
　実施例１で作製した感熱転写記録媒体において、下引き層を乾燥後の塗布量が０．０３
ｇ／ｍ２になるように塗布、乾燥すること以外は、実施例１と同様にして、実施例３の感
熱記録転写媒体を得た。実施例３では、耐熱滑性層４０の二乗平均平方根偏差Ｓｑの平均
値α及びβは、α＝０．０６０、β＝０．０７０であった。
【００５９】
　（実施例４）
　実施例１で作製した感熱転写記録媒体において、下引き層を乾燥後の塗布量が０．３５
ｇ／ｍ２になるように塗布、乾燥すること以外は、実施例１と同様にして、実施例４の感
熱記録転写媒体を得た。実施例４では、耐熱滑性層４０の二乗平均平方根偏差Ｓｑの平均
値α及びβは、α＝０．０５８、β＝０．０７７であった。
【００６０】
　（実施例５）
　実施例１で作製した感熱転写記録媒体１において、耐熱滑性層４０を、耐熱滑性層塗布
液－２とした以外は、実施例１と同様にして、実施例５の感熱記録転写媒体を得た。実施
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例５では、耐熱滑性層４０の二乗平均平方根偏差Ｓｑの平均値α及びβは、α＝０．１７
５、β＝０．２６５であった。
【００６１】
　＜耐熱滑性層塗布液－２＞
　　　　アクリルポリオール樹脂（固形分５０％）　　　　　　　　２０部
　　　　リン酸エステル　融点１５℃　　　　　　　　　　　　　１．５部
　　　　リン酸エステル　融点７０℃　　　　　　　　　　　　　１．５部
　　　　ステアリン酸亜鉛　融点１１５～１２５℃　　　　　　　　　２部
　　　　タルク　　粒径１．０μｍ　　　　　　　　　　　　　　　　１部
　　　　タルク　　粒径２．５μｍ　　　　　　　　　　　　　　　　１部
　　　　２，６－トリレンジイソシアネートプレポリマー　　　　　　５部
　　　　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４９．５部
　　　　メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
　　　　酢酸エチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
【００６２】
　（実施例６）
　実施例１で作製した感熱転写記録媒体１において、耐熱滑性層４０を、耐熱滑性層塗布
液－３とした以外は、実施例１と同様にして、実施例６の感熱記録転写媒体を得た。実施
例６では、耐熱滑性層４０の二乗平均平方根偏差Ｓｑの平均値α及びβは、α＝０．３８
６、β＝０．６７３であった。
【００６３】
　＜耐熱滑性層塗布液－３＞
　　　　アクリルポリオール樹脂（固形分５０％）　　　　　　　　２０部
　　　　リン酸エステル　融点１５℃　　　　　　　　　　　　　　　２部
　　　　リン酸エステル　融点７０℃　　　　　　　　　　　　　　　２部
　　　　ステアリン酸亜鉛　融点１１５～１２５℃　　　　　　　　　２部
　　　　タルク　　粒径２．５μｍ　　　　　　　　　　　　　　　　３部
　　　　タルク　　粒径３．５μｍ　　　　　　　　　　　　　　　　５部
　　　　２，６－トリレンジイソシアネートプレポリマー　　　　　　５部
　　　　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４６部
　　　　メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
　　　　酢酸エチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
【００６４】
　（比較例１）
　耐熱滑性層付き基材の易接着処理面に、下引き層を形成することなく、易接着処理面の
上に、実施例１と同様の染料層塗布液を、グラビアコーティング法により、乾燥後の塗布
量が０．７０ｇ／ｍ２になるように塗布し、９０℃１分乾燥することで、染料層を形成し
、比較例１の感熱転写記録媒体を得た。比較例１では、耐熱滑性層４０の二乗平均平方根
偏差Ｓｑの平均値α及びβは、α＝０．０６３、β＝０．０７８であった。
【００６５】
　（比較例２）
　実施例１で作製した感熱転写記録媒体において、下引き層を下記組成の下引き層塗布液
－３にした以外は、実施例１と同様にして、比較例２の感熱記録転写媒体を得た。比較例
２では、耐熱滑性層４０の二乗平均平方根偏差Ｓｑの平均値α及びβは、α＝０．０６０
、β＝０．０６８であった。この時の下引き層の２３℃／５０％における平衡吸湿率は３
０％であった。
【００６６】
　＜下引き層塗布液－３＞
　　　　ポリビニルピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　５．００部
　　　　純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５７．０部
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　　　　イソプロピルアルコール　　　　　　　　　　　　　　３８．０部
【００６７】
（比較例３）
　実施例１で作製した感熱転写記録媒体において、下引き層を下記組成の下引き層塗布液
－４にした以外は、実施例１と同様にして、比較例３の感熱記録転写媒体を得た。
　比較例３では、耐熱滑性層４０の二乗平均平方根偏差Ｓｑの平均値α及びβは、α＝０
．０６３、β＝０．０７４であった。この時の下引き層の２３℃／５０％における平衡吸
湿率は２０％であった。
【００６８】
　＜下引き層塗布液－４＞
　　　　ポリビニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　１．５０部
　　　　ポリビニルピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　３．５０部
　　　　純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５７．０部
　　　　イソプロピルアルコール　　　　　　　　　　　　　　３８．０部
【００６９】
　（比較例４）
　実施例１で作製した感熱転写記録媒体において、下引き層を下記組成の下引き層塗布液
－５にした以外は、実施例１と同様にして、比較例４の感熱記録転写媒体を得た。比較例
４では、耐熱滑性層４０の二乗平均平方根偏差Ｓｑの平均値α及びβは、α＝０．０６２
、β＝０．０７５であった。この時の下引き層の２３℃／５０％における平衡吸湿率は３
０％であった。
　＜下引き層塗布液－５＞
　　　　カルボキシメチルセルロース　　　　　　　　　　　　５．００部
　　　　純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５７．０部
　　　　イソプロピルアルコール　　　　　　　　　　　　　　３８．０部
【００７０】
　（比較例５）
　実施例１で作製した感熱転写記録媒体において、下引き層を下記組成の下引き層塗布液
－６にした以外は、実施例１と同様にして、比較例５の感熱記録転写媒体を得た。比較例
５では、下引き層２０の温度２３℃且つ湿度５０％の条件下における平衡吸湿率は、３％
であった。この時の下引き層の２３℃／５０％における平衡吸湿率は３％であった。
　＜下引き層塗布液－６＞
　　　　ポリアミドエラストマー　　　　　　　　　　　　　　５．００部
　　　　純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５７．０部
　　　　イソプロピルアルコール　　　　　　　　　　　　　　３８．０部
【００７１】
　（比較例６）
　実施例１で作製した感熱転写記録媒体１において、耐熱滑性層４０を、耐熱滑性層塗布
液－４とした以外は、実施例１と同様にして、比較例６の感熱記録転写媒体を得た。比較
例６では、耐熱滑性層４０の二乗平均平方根偏差Ｓｑの平均値α及びβは、α＝０．４６
２、β＝０．５４４であった。
【００７２】
　＜耐熱滑性層塗布液－４＞
　　　　アクリルポリオール樹脂（固形分５０％）　　　　　　　　２０部
　　　　リン酸エステル　融点１５℃　　　　　　　　　　　　　　　２部
　　　　リン酸エステル　融点７０℃　　　　　　　　　　　　　　　２部
　　　　ステアリン酸亜鉛　融点１１５～１２５℃　　　　　　　　　２部
　　　　タルク　　粒径３．５μｍ　　　　　　　　　　　　　　　　２部
　　　　タルク　　粒径５μｍ　　　　　　　　　　　　　　　　３．５部
　　　　２，６－トリレンジイソシアネートプレポリマー　　　　　　５部
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　　　　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４６部
　　　　メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
　　　　酢酸エチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
【００７３】
　（比較例７）
　実施例１で作製した感熱転写記録媒体１において、耐熱滑性層４０を、耐熱滑性層塗布
液－５とした以外は、実施例１と同様にして、比較例７の感熱記録転写媒体を得た。比較
例７では、耐熱滑性層４０の二乗平均平方根偏差Ｓｑの平均値α及びβは、α＝０．０３
３、β＝０．０４５であった。
　＜耐熱滑性層塗布液－５＞
　　　　シリコンアクリレート　　　　　　　　　　　　　　　３０．０部
　　　　ＭＥＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７０．０部
【００７４】
　（比較例８）
　実施例１で作製した感熱転写記録媒体１において、耐熱滑性層４０を、耐熱滑性層塗布
液－６とした以外は、実施例１と同様にして、比較例８の感熱記録転写媒体を得た。比較
例８では、耐熱滑性層４０の二乗平均平方根偏差Ｓｑの平均値α及びβは、α＝０．１６
４、β＝０．５１３であった。
【００７５】
　＜耐熱滑性層塗布液－６＞
　　　　ポリエチレン樹脂（固形分５０％）　　　　　　　　　　　１５部
　　　　リン酸エステル　融点１５℃　　　　　　　　　　　　　１．５部
　　　　リン酸エステル　融点７０℃　　　　　　　　　　　　　１．５部
　　　　ステアリン酸亜鉛　融点１１５～１２５℃　　　　　　　　　２部
　　　　タルク　　粒径１．０μｍ　　　　　　　　　　　　　　　　１部
　　　　タルク　　粒径２．５μｍ　　　　　　　　　　　　　　　　１部
　　　　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４９．５部
　　　　メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
　　　　酢酸エチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
【００７６】
　＜被転写体の作製＞
　基材として、１８８μｍの白色発泡ポリエチレンテレフタレートフィルムを使用し、そ
の一方の面に下記組成の受像層塗布液を、グラビアコーティング法により、乾燥後の塗布
量が５．０ｇ／ｍ２になるように塗布、乾燥することで、感熱転写用の被転写体を作製し
た。
　＜受像層塗布液＞
　　　　塩化ビニル－酢酸ビニル－ビニルアルコール共重合体　１９．５部
　　　　アミノ変性シリコーンオイル　　　　　　　　　　　　　０．５部
　　　　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０．０部
　　　　メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　４０．０部
【００７７】
　＜印画評価＞
　実施例１～６、比較例１～８の感熱転写記録媒体を使用し、サーマルシミュレーターに
て印画を行い、低濃度部および最高反射濃度を評価した結果を、表１示す。なお最高反射
濃度は、印画物表面のマット化が確認されない印画部を、Ｘ－Ｒｉｔｅ５２８にて測定し
た値である。低濃度部は最高反射濃度である２５５階調を１１分割した内の、２３～４６
階調における反射濃度を測定した結果である。なお反射濃度は、Ｘ－Ｒｉｔｅ５２８にて
測定した値である。
　なお、印画条件は以下の通りである。
　　　印画環境：２３℃／５０％ＲＨ
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　　　ライン周期：０．７ｍｓｅｃ
　　　印画密度：主走査３００ｄｐｉ　副走査３００ｄｐｉ
【００７８】
　＜異常転写評価＞
　異常転写の評価は、以下の基準にて行った。△○以上が実用上問題ないレベルである。
　　　○ ：被転写体への異常転写が、認められない
　　△○：被転写体への異常転写が、ごく僅かに認められる
　　　△ ：被転写体への異常転写が、僅かに認められる
　　　× ：被転写体への異常転写が、全面で認められる
【００７９】
　＜印画物表面評価＞
　また、印画物表面のマット化評価は、以下の基準にて行った。
　　　○：マット化が、認められない
　　　△：マット化が、部分的に認められる
　　　×：マット化が、はっきりと認められる
【００８０】
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【表１】

【００８１】
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　表１に示す結果から、水溶性高分子を主成分として含む下引き層が設けられた実施例１
～６、比較例２～４および６～８の感熱転写記録媒体は、下引き層が設けられていない比
較例１や水溶性高分子を主成分として含まない比較例５の感熱転写記録媒体と比較して、
高速印画時における転写感度が高いことがわかった。さらに、実施例１および比較例２，
４の最高反射濃度から、水溶性高分子は、ポリビニルアルコールがより好ましいことが解
る。
【００８２】
　また、２３℃／５０％における平衡吸湿率が１５％以下である、実施例１～６、比較例
４～８では印画物表面が部分的にマット化する現象は確認されなかったが、２３℃／５０
％における平衡吸湿率が１５％以上である比較例２～４では確認された。
　また、実施例３の感熱転写記録媒体は、実施例１の感熱転写記録媒体と比較すると、下
引き層の塗布量が０．１０ｇ／ｍ２未満であるため、低階調部の転写感度は向上したが幾
分密着性が低下することがわかった。また、実施例４の感熱転写記録媒体は、同じく実施
例１の感熱転写記録媒体と比較すると、下引き層の塗布量が０．３０ｇ／ｍ２超であるた
め、低濃度部の転写感度が低下していることがわかった。
【産業上の利用可能性】
【００８３】
　本発明により得られる感熱転写記録媒体は、昇華転写方式のプリンタに使用することが
でき、プリンタの高速・高機能化と併せて、各種画像を簡便にフルカラー形成できるため
、デジタルカメラのセルフプリント、身分証明書などのカード類、アミューズメント用出
力物等に広く利用できる。
【符号の説明】
【００８４】
　１０　基材
　２０　下引き層
　３０　染料層
　４０　耐熱滑性層
　１００　基材
　２００　断熱層
　３００　受容層
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